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船橋利実プロフィール

●昭和35年11月20日、北見市生まれ
●北海道立北見柏陽高等学校卒業
北海学園大学工学部土木工学科卒業
北海商科大学大学院商学研究科修士課程修了

●大学卒業後、家業の建設業に8年間従事
●北見市議会議員平成3年より 1期
●北海道議会議員平成7年より 5期連続
●衆議院議員平成24年初当選・平成29年 2期目
●財務大臣政務官令和2年9月～令和3年10月
●参議院議員令和4年7月初当選。

【現 在】
●参議院
農林水産委員会理事/予算委員会委員
地方創生及びデジタル社会の形成等に関する特別委員会委員
資源エネルギー・持続可能社会に関する調査会委員

●自民党
参議院国会対策委員会副委員長
農林水産関係団体委員会副委員長
地方組織・議員総局次長

【政治信条】 世のため人のため 【特 技】 トイレ掃除 【趣 味】 散歩・自宅で筋トレ 【好 物】 ジンギスカン・甘い玉子焼き・そば
【家 族】 妻・一男二女・孫4人（男の子1人・女の子3人）

参議院議員・自由民主党北海道参議院選挙区第一支部長
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第６回船橋利実政経セミナー開催
4月24日(月)、東京都内にて参議院議員として初の政経

セミナーを麻生太郎副総裁、河野太郎国務大臣をお招き
し開催いたしました。麻生副総裁から、統一地方選挙の総
括や現在の外交問題などについて、河野国務大臣からは、
マイナンバーカードに関する進捗状況
と昨年の参議院選挙で来道したエピ
ソードを交えてご挨拶いただきました。
私からは防衛力強化について、我が
国の厳しい安全保障環境を踏まえた
防衛力の抜本的強化は待ったなし。
今回の防衛力強化に向けた、検討の
中で、戦車や戦闘機などの正面装備
品の運用に不可欠なはずの部品や弾
薬が不足している実態が明らかとなり、

部品等のサプライチェーンの再構築な
ど安定的な供給体制を早急に整備し
なければならない。有事を想定した上
で迅速かつ安定的な輸送ルートの確
保・有事に備えた輸送インフラ整備が
必要不可欠である事など、お伝えしま
した。
お忙しい中、ご参集いただきました
皆様に、改めて感謝申し上げます。
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北海道知事選挙は、鈴木直道氏が過去最高の得票率で再選を果たし道民の負託にこたえ

るべく、「北海道をさらに前へと進めていきたい」と新たな決意を語りました。我々、自民党も政

策協定に基づき北海道の更なる経済発展と道民の暮らしに寄り添った政策を進めて参ります。

【自民党】令和５年４月１０日付け
北海道議会議員選挙 定数100議席 49議席獲得
札幌市議会議員選挙 定数 68議席 26議席獲得

後半戦は、道内各地で同志の皆さまが熱い思いを

訴え、戦い抜きました。統一地方選挙では全道各地を

奔走しましたが、同志の方々すべての応援ができず申

し訳ございませんでした。今後も、市町村、道、国が連

携し、物価高騰対策、エネルギー政策、地方創生など

しっかりと皆さまの声を聞き、政策に活かして参ります。

能取湖ホタテ稚貝大量死 網走市視察

統
一
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方
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挙

4月9日(日)、ホタテ稚貝が大量斃死した能取湖を武部新代議士と共

に視察し、現況を確認しました。

あいにく強風のため、船上からの現地確認できませんでしたが、西網

走漁業協同組合 石館正也 組合長はじめ関係者の方々から、現況を伺

い斃死した稚貝を見せて頂きました。これから原因究明と防止対策、漁

業者の経営支援など、様々な対策を関係機関と検討し進めていきます。

視察後、水産庁、北海道と状況の確認と今後について意見交換を行い

ました。引き続き、北海道を代表

する水産ブランド品のホタテと漁

業関係者を守り北海道の豊かな

食材を国内外に発信し続けて参

ります。


